


さおけさ柿改植(新植)のススメ

改植方法

　さおけさ柿は、昭和中期に植栽され50年以上経過し、老木樹の割合が増えて
生産性の低下が問題となっている。
　老齢樹は品質（特に大玉比率）が大きく低下する。
（佐渡農業技術センター：H9年）

1 抜根、天地返し
⑴ 抜根、天地返し
古木の根を掘り返し、深さ50㎝程度を天地返しする

⑵ 植栽間隔（例）
立ち木栽培
ア「�平核無」3.5m×7m（41本/10a）�
⇒7m×7m（20本/10a）

イ「�刀根早生」3m×6m�（56�本/10a）�
⇒6m×6m（28本/10a）

ジョイント栽培
ア 株間1m×列間4m（250本/10a）�
※ＳＳ等防除機械の能力によって間隔を調整
※植栽間隔は地域の決め事がある場合はそれに従う

3 改植（新植）の仕立方例
⑴ 2本主枝仕立（一般方法）
ア��芯を立てながら主枝候補を作り、主枝の発生位置を80㎝位にし、第1主枝（1番低
い主枝）は南側とする。

イ��2本主枝の場合、主枝の発生位置は、第1主枝80㎝�第2主枝110～120㎝とし、
主枝が育ったら亜主枝を養成する。

ウ��芯（主幹）は徐々に切り下げ、主幹と第2主枝が同じくらいの太さになったら分岐部
から切る。

⑵ ジョイント仕立
ア �主枝の先端は切り返さずに用い、先端の充実した2～3芽の下側10㎝程度を、隣
接苗木基部と合わせ、主枝の屈曲部が終わり水平になった位置へ接ぎ木する。

イ �1､2年目の管理：枝葉の確保� �主幹、主枝基部側・背面の強勢な枝に注意し、枝の
発生状況を見ながら強勢な枝を整理する。

ウ��３年目以降：着果開始。側枝養成、側枝更新の準備　太い側枝の扱いに注意し
（剪除か残すか）側枝更新もイメージして枝を配置します。随時新梢管理を行い
内部まで日を当てるようにする。

2 苗木の植付
ア�植付けはなるべく秋に行う。（初期生育向上）
イ��植え付け前に園地全体に10aあたり石灰とようりんをそれぞれ100～
200㎏散布し、耕耘する。

ウ��苗木の根の長さに合わせた植穴を
掘る。

エ��根を広げて植え、苗の状況により
先端1/3～1/2切除する。

オ��接ぎ木部が出る程度に土をかけ、
支柱を添える

カ��ジョイント栽培用は60°位に傾け
て植え付けると接ぎ木しやすい。

【おけさ柿の改植ローテーション一例】
~園地面積を維持しながら改植~

　一部園地の計画的な改植により、当面の労働力の低減が図れるとともに、若
木が着果を始めると高品質の果実が生産できる。

【改植メリットと収量・収益試算】

★１　単収・品質が向上し、収益がアップする。
★２　改植と園地改造により、作業性も向上する。
★３　�受け手の無い園地を引き受けて園地を有効に活用し、産地の維持振興に

繋がる。
表「平核無」の樹齢別の果実品質

樹齢 果重
（g）

果頂部
着色
（㏄）

脱渋後
糖度
（Brix）

20年生 216 5.6 14.4

25年生 216 5.8 14.4

38年生 206 4.9 14.3

65年生 198 5.2 13.6

おけさ柿「平核無・刀根早生」(10a)を改植した場合の試算

1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目 9年目 10年目

立
木

単収
（㎏ /10a） 0 0 0 80 230 450 800 1,200 1,600 2,000

収益
（円） 0 0 0 20,800 59,800 117,000 208,000 312,000 416,000 520,000

ジ
ョ
イ
ン
ト

単収
（㎏ /10a） 0 0 400 670 1500 2000 2000 2000 2000 2000

収益
（円） 0 0 104,000 174,200 390,000 520,000 520,000 520,000 520,000 520,000

*1収量は立ち木は平成13年新潟県果樹指導指針指針、ジョイントは試験研究機関のデータを参照
*2単価は260円/㎏

ジョイント栽培のメリットとデメリット

早期成園化 栽培管理 労働負荷 資材費 定植作業

ジョイント仕立て ○ ◎ ◎ △ △

立ち木仕立て △ △ △ ◎ ○

　ジョイント仕立ては早期成園化や作業時間の低減、作業負荷の軽減が図れま
すが、施設費や苗木代、ジョイント作業など、初期投資、労働が必要です。
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おけさ柿の年間作業
1月～４月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月～12月

◆生育相

◆主な作業

◆施肥の考え方
　かきの施肥は普通園地施肥量を基本に生育状況・樹勢に合わせた適正な施肥量とする。
　なお、肥効は土壌条件や気象条件により異なるので新梢の伸び、葉の色と大きさ、果実品質、収穫量等を考慮して自園に合わせて施用する。

休眠期

せん定・祖皮削り　
基肥 礼肥追肥の検討

摘らい 摘果 新梢管理 仕上摘果(樹上選果) 土づくり収穫

（施肥後、反射マルチ） ※新・改植準備

（着色始期） 収穫期 落葉期発芽期 開花期 （幼果期）果実肥大期新梢停止期

樹

勢

診

断

さおけさ柿施肥量①【普通園地】（成木10アール当たり施肥量）

区分

施肥時期・目的
肥料名 施肥料

成分量（㎏） 備考

N P K

基肥 ３月上旬 ﾆｭｰ柿元肥
専用008 50㎏ 5.0 5.0 4.0

追肥
（実肥） 7月中旬 果樹礼実肥

専用555 10㎏ 1.5 0.5 0.5

礼肥 9月中旬 果樹礼実肥
専用555 20㎏ 3.0 1.0 1.0 反射マルチ施用前

土地
改良

11月〜12月 発酵ケイフン 45㎏ 1.4 3.2 1.8 最低3袋以上を施用

11月〜12月 石灰類
（M-10・セルカ等） 100～150㎏

11月（収穫後） ＪＡ有機 1,000㎏ 4.0 3.0 5.0

計 14.9 12.7 12.3

さおけさ柿施肥量③【高地力園】（成木10アール当たり施肥量）

区分

施肥時期・目的
肥料名 施肥料

成分量（㎏）
備考

N P K

基肥 ３月上旬 ﾆｭｰ柿元肥
専用008 40㎏ 4.0 4.0 3.2

礼肥 9月中旬 果樹礼実肥
専用555 20㎏ 3.0 1.0 1.0 反射マルチ施用前

土壌
改良

11月〜12月 発酵ケイフン 45㎏ 1.4 3.2 1.8 最低3袋以上を施用

11月〜12月 石灰類（M-10・
セルカ等）

100～
150㎏

計 8.4 8.2 6.0

【基肥】�
1年を通してまかなう基となる施肥。

【追肥】
�生育の途中で施肥することで生育の劣っている
樹を回復させる。

【礼肥】�
収穫後の樹体を回復させ次の年の初期生育を
向上させる施肥。かきの場合は収穫後、落葉ま
での期間が短いため、収穫前に施用する。

【土壌改良】�
土壌の物理性の改善（土を柔らかくする等）や化
学性の改善（ｐＨを適正にする等）、保肥力の改
善等により樹の生育を向上させるための施肥。

【基肥】冬季の流亡を防ぎ、根が活動する頃に肥効発揮
【礼肥】葉・根の活動期の肥効発揮で結果母枝の充実

冬のせん定と夏の芽・枝管理の捉え方
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さおけさ柿施肥量②【低地力園】（成木10アール当たり施肥量）

区分
施肥時期・目的

肥料名 施肥料
成分量（㎏）

備考
N P K

基肥 ３月上旬 ﾆｭｰ柿元肥
専用008 60㎏ 6.0 6.0 4.8

追肥
（実肥） 7月上中旬 果樹礼実肥

専用555 20㎏ 3.0 1.0 1.0

礼肥 9月中旬 果樹礼実肥
専用555 20㎏ 3.0 1.0 1.0 反射マルチ施用前

土壌
改良

11月〜12月 発酵ケイフン 45㎏ 1.4 3.2 1.8 最低3袋以上を施用

11月〜12月 石灰類（M-10・
セルカ等）

100～
150㎏

11月
（収穫後） ＪＡ有機 2,000㎏ 8.0 6.0� 10.0

計 21.4 17.2 18.6
留意事項
１　�「刀根早生」や老木樹・弱樹勢樹は“多め”とし、強樹
勢園は“少なめ”にして施用する。※②、③

２　�基肥の遅れは、窒素が遅効きして二次伸長等の要因
となるので注意する。

３　�6月の降雨が少ないと、肥料成分があるのに吸収す
ることができず葉色が薄い場合があるので、雨の状
況を勘案して追肥を検討する。

　　※追肥は、樹1本1本毎に判断して施用（加減）する。
４　�礼肥の多用・遅れは、ヘタ隙果、後期肥大、着色遅延
や品質低下の要因となるので注意する。

５　�肥料は一度施用すると、園地から拾い戻すことがで
きないので、例年の施用量と生育状況を見ながら施
用（加減）する。

☆�化学肥料のみに頼らず、土づくり・有機物を施用しよう！　☆�地力や樹勢に応じた適正な施肥時期、施用量に努めよう！
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《出荷実績を確認しよう》出荷実績を確認して本年の栽培を振り返り、次年度に向けた技術対策を！

選果実績から見た次年度対応策
選果実績 症　状 技　術　等　対　応　策

Ｌ以上
60％以下

（樹勢が弱い）

小玉 早期摘らい・摘果、適正着果の徹底低収量

新梢が伸びない せん定技術の改善（強めのせん定と母
枝密度改善）

葉色薄い 施肥技術改善（増量、追肥時期）土つ
くり

（樹勢が強い）

小玉 適期摘らい・摘果、適正着果の徹底
（樹勢の安定化）低収量

生理落果多 日当たり改善、適正な樹勢維持

徒長枝多発 せん定技術の改善（弱めのせん定や誘
引等樹勢のコントロール）

2次伸長多い 施肥技術改善（減肥や時期等の見直
し）、適正な樹勢維持

規格品率が
低い

傷、打ち身等 防風網（林）整備
日焼け等 着果位置の見直し（摘果の徹底）
病害虫等 適期・適量防除実施※以下の対策参照

秀品率が低い
着色不良（青す
ぎ、赤すぎ）

適期収穫の励行
（カラーチャート活用）

奇形果の多発 摘らい・摘果の徹底、樹上選果の実施

格外率が高い

園地が湿気てい
る 反射マルチの敷設、せん定で品質改善

庭先選別不良、
収穫遅れ

庭先選別の徹底、カラーチャート確
認、園地整備、労力確保等

主要病害虫の防除対策
主要病害虫 耕種的防除 薬剤防除

円星落葉病 落葉の園外持ち出
し、放任園の伐採

薬剤時期、間隔、
量の徹底

すす点病 園地環境
（風通し、日当たり）

薬剤時期、間隔、
量の徹底

カキサビ
ダニ類 粗皮削り

防除適期（新梢停
止期）の適期散布
の徹底

アザミ
ウマ類

雑草等の
管理徹底

防除適期（開花直
前～）の適期散布
の徹底

カメムシ類 園地環境
（杉林の見直し）

予察情報等を基に
した適期防除の徹
底

ハスモン
ヨトウ

発生初期を見逃さ
ない 通常防除暦の徹底

アオマツ
ムシ 通常防除暦の徹底



おけさ柿出荷規格図 規格品としての基準を掲載しました。
庭先選果を厳しく行い、品質のそろった柿を出荷しましょう。
規格外品及び詳しい出荷基準は各選果場の指示に従ってください。

形
　状

規 格 品 の 限 界 ※各障害の重複は規格外となります。
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スジ果

正常なもの 1円硬貨大以内 5個以内で軽微なもの（果頂部除く） 米粒大3個まで

10円硬貨大以内で軽微なもの（果頂部除く） 10円硬貨大以内でうすいもの 軽微なもの 軽微なもの（軟化のおそれのないもの）

軽微なもの（深さ2.0㎜以内） 軽微なもの 10円硬貨大以内で軽微なもの 軽微で白く固まったもの
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おけさ柿出荷規格図 規格品として特に注意するもの
あ
ば
た
症

着色基準に沿った適熟果を出荷しましょう。実際のカラーチャート値とは若干異なります。使用条件や保管状態によっては色あせや変色しますので、色合わせはカラーチャートで行ってください。

出荷
できません

出荷
できません

出荷
できません

出荷
できません

出荷
できません

出荷
できません

出荷
できません

赤道部以下で目立たないもの 目立たないもの 目立たないもの目立たないもの



知れば防げる　おけさ柿の病害虫

　

（仕上げ時被害果）（仕上げ時被害果）

チャバネ
アオカメムシ
チャバネ

アオカメムシ

（葉に寄生中）（葉に寄生中）

（卵塊）（卵塊）（被害果）（被害果）

（被害果）（被害果）

(虫 )( 虫 )

（被害果）（被害果）

（成虫）（成虫）

（産卵中の成虫）（産卵中の成虫）

クサギカメムシクサギカメムシ
園芸研究センター提供園芸研究センター提供

ハマキムシ アオマツムシ

ハスモンヨトウカメムシ類

マイマイガ

吸汁痕吸汁痕

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 越冬場所

家屋等の
隙間

成虫時期成虫時期幼虫時期幼虫時期

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 越冬場所

常緑樹の
葉巻中

成虫時期成虫時期幼虫時期幼虫時期

（ふ化直後の若齢幼虫）（ふ化直後の若齢幼虫）

知れば防げる　おけさ柿の病害虫

（被害葉）（被害葉）園芸研究センター提供

（５月初発時）（５月初発時） （９月以降）（９月以降）

（被害果）　（被害果）　

（
成
虫
）

（
成
虫
）

（被害果）　（被害果）　

（成虫）（成虫）

（被害果）（被害果）

（成虫）（成虫）

（成虫と卵塊）（成虫と卵塊）

園芸研究
センター提供

うどんこ病すす点病円星落葉病

カキサビダニ カンザワハダニ カキクダアザミウマ チャノキイロアザミウマ

フジコナカイガラムシコメツキムシ

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 越冬場所

枝
発病時期発病時期感染時期感染時期

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 越冬場所

枝・粗皮間
重点防除時期重点防除時期 成虫時期成虫時期幼虫時期幼虫時期

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 越冬場所

り病落葉
重点防除時期

発病時期感染時期感染時期


